
これまでの分科会開催

第１回：平成11年11月25日 国立極地研究所

第２回：平成13年1月18日 京都大学宙空電波科学研究センター

第３回：平成14年1月31日 長崎大学工学部（電気学会放電研究会）

第４回：平成14年5月29日 島根県民会館（松江）

「第23回宇宙技術および科学の国際シンポジウム」

（ISTS、日本航空宇宙学会）

第５回：平成14年11月29日 宇宙開発事業団 筑波宇宙センター

第６回：平成15年12月(予定） 宇宙開発事業団 筑波宇宙センター

宇宙利用、宇宙開発が益々盛んに行われるようになり、その手段である宇宙飛翔体の環

境アセスメントが非常に重要になっています。また、宇宙天気研究に関連して、太陽から

の高エネルギー粒子、フラックスによる宇宙飛翔体やシステムへの影響も定量的な理解が

求められています。本研究会では、宇宙飛翔体環境に関して別々に行われている研究（材

料物性工学、推進工学、電気電子工学、宇宙プラズマ物理学、宇宙電波工学など）を互い

につきあわせ、補い合うことにより、飛翔体と宇宙環境との関係を総合的に理解すること

を目的としています。

宇宙飛翔体環境研究分科会報告
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これまで５回の分科会を開催し、いずれも多数の

SGEPSS内外の研究者に参加していただきました。第3

回は電気学会放電研究会に協賛、また第4回は「宇宙

技術および科学の国際シンポジウム」（ＩＳＴＳ）

の電気推進セッションに参加という形で、他学会と

の交流を積極的に進めていることも本分科会の特徴

の一つです。第5回は、宇宙インフラストラクチャ研

究会、宇宙環境計測技術ＷＧと共催で宇宙開発事業

団において宇宙飛翔体環境研究会を開催しました。

(http://giken.tksc.nasda.go.jp/WS/20021129/index.html) 
参加者40名のほとんどは、航空宇宙学会や電気学会

など他学会所属であり、また企業からの参加（NTス

ペース）もありました。今後も宇宙開発事業団にお

いて研究会を継続的に開催する予定であり、次回の

ISTSにも参加する予定です。


